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当
所
は
、
か
つ
て
騎
西
領
成
田
郷
と
呼
ば
れ
、
中
世
・
戦
国
時
代
と
忍
城
主
で
あ
っ
た
成
田
氏
の
本

貫
地
で
あ
っ
た
。
上
之
村
の
地
名
も
、
成
田
上
村
と
称
し
て
い
た
の
を
成
田
氏
が
忍
に
移
っ
た
あ
と
、

｢

成
田｣

の
呼
び
名
を
は
ば
か
っ
て
「
御お
　
か
み
　
の
　
む
ら

上
之
村
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
天
正
の
頃
か
ら
は
「
上
之
村
」

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
社
は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
現
在
の
「
上
之
村
神
社
」
に
改
称
す
る
ま
で
は
、「
久
伊
豆

大
明
神
」
と
、「
雷
電
大
権
現
（
現
摂
社
、大
雷
神
社
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、通
称
で
は
「
雷

電
様
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
大
雷
神
社
に
対
す
る
病
魔
・
雨
乞
い
・
作
神
の
信
仰
が
あ
り
、

県
北
を
中
心
に
雷
電
講
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
応
永
年
中
（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八
）、
成
田
家
時
が
葦
毛
の
馬
に
乗
り
、
館
の
東
方
の
森

に
あ
る
祠
の
前
を
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
馬
が
急
に
は
ね
て
落
馬
し
た
。
こ
れ
ま
で
戦
場
に

お
い
て
も
落
馬
し
た
こ
と
が
な
く
、
馬
も
名
馬
で
あ
っ
た
の
で
、
あ
る
い
は
神
の
祟
り
か
と
思
い
、
こ

の
祠
の
由
緒
を
古
老
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
正
面
は
久
伊
豆
大
明
神
、
東
向
き
は
雷
電
大
権
現
、
祭
神
の

別
雷
命
は
葦
毛
の
駒
に
乗
ら
れ
る
の
で
、
氏
子
が
葦
毛
の
馬
に
乗
れ
ば
神
罰
が
あ
り
、
他
国
の
者
で
も

神
前
を
通
れ
ば
必
ず
咎
を
受
け
る
と
答
え
た
。
家
時
は
、
神
威
を
恐
れ
て
、
こ
の
葦
毛
の
馬
を
神
馬
と

し
て
奉
納
し
、
社
殿
を
造
ら
せ
、
神
社
の
前
に
土
塁
を
築
き
、
直
接
、
社
前
を
馬
で
通
れ
な
い
よ
う
に

し
た
と
い
う
。

　

今
も
境
内
正
面
を
遮
る
形
で
、
往
時
の
ま
ま
に
五
十
㍍
の
土
塁
（
写
真
左
）
が
残
る
。
か
つ
て
は
ク

ロ
マ
ツ
の
並
木
と
な
っ
て
い
た
が
、
今
は
数
本
の
名
残
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
増
補
忍
名
所
図
会
』
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
「
久
伊
豆
神
社
」
の
項
に
は
、「
松
杉
繁
茂
し
て

森
然
た
る
神
祠
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
の
よ
う
な
大
木
は
減
っ
た
と
い
い
な
が
ら
も
、

か
な
り
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
で
も
当
社
の
大
き
な
杜
が
認
識
で
き
る
。

約
一
・
三
㌶
の
林
相
は
、
ク
ロ
マ
ツ
・
ス
ギ
・
ク
ス
ノ
キ
で
構
成
さ
れ
、
ほ
か
に
も
ケ
ヤ
キ
・
シ
イ

な
ど
多
く
の
樹
種
も
見
ら
れ
る
。

埼
玉
の
社
叢

上か
み

之の

村む
ら

神
社

熊
谷
市
上
之
一
六


